
平 岡 幼 稚 園 “ 平 岡 い き も の は っ け ん 隊 ” Hiraoka Kindergarten “Hiraoka Creature Discovery Corps”

P15 ～ はっけん隊 ACTION REPORT

P18   　おえかきひろば

P19   　はっけん隊 NEWS などP1 ～  平岡発 四季のたより

P3 ～  特集 「コケはみんなのお友だち！」

P9 ～  図解 「巧みに生きる冬の虫たち」

P11～ みんなでつくる生きもの図鑑

春を待つ樹木の
まなざし

（平岡の胡桃の木）



1

　冬は、園庭・原っぱが霜で真っ白になったり、池に氷が張ったり、時には雪が降った
り・・・、１年で最も寒い季節です。子どもたちは、霜や氷、雪とふれあったり、冷気
で手足の指がかじかむような体験をしていくことで、冬の楽しさと同時に、冬の厳しさ
を身をもって体感していくことになります。
　真冬でも園児たちは、平岡の森探検や、園庭・原っぱ・運動場での自由選択活動など、
様々な場面において自然とふれあう遊びを楽しんでいきますが、その中では、子どもた
ちは、凍てつくような厳しい環境を生き抜くために様々な工夫をしている生きものたち
の姿を目の当たりにすることでしょう。暖かい時期にサワガニを楽しんだ子は、サワガ
ニがたくさんいた水辺に、その姿が無いことに気が付きます。そして、冬のサワガニの
居る場所を突き止めることで、凍るくらいに冷たくなる水辺ではなく、土の中や石の下
に移動していることを知るのです。その他にも、カマキリの卵鞘（らんしょう）、枝など
に吊り下がるミノムシ、体を寄せ合って集団越冬する昆虫、堆肥の中のカブトムシ幼虫
など、さまざまな生きものたちが過酷な真冬の環境の下で命を繋いでいます。
　このような厳しい冬を生きる生きものたちの姿を通して、“命の力強さ” と “命を育む
温もり” があるということを、子どもたちに感じて欲しいと思っております。　　

真冬を生きる命

コケ類が教えてくれる大気の状況
　今号の特集の取材で、コケ類の中には環境汚染に弱い種があり、それらの種類や量を
調べることで、周辺の大気状況がわかることを吉田文雄先生に伺いました。
　早速、園内を見て回ったところ、今回の特集の図鑑（P4~5）に収録されたコケ類 24
種のうち、数は多くは無いものの、ヒロハツヤゴケ、ヒナノハイゴケ、コゴメゴケ、ウ
メノキゴケ、マツゲゴケ、コフキメダルチイ、モジゴケ類、ロウソクゴケの８種類が見
つかりました。園内の大気環境はまずまず安心ということがわかりました。このように、
私たちの目では見ることのできない大気環境の良し悪しを、コケ類が教えてくれるので
す。みなさんのお家の周りはいかがでしょうか？ P4 ～ 5 の一覧表を参考にして、調べ
てみると面白いですよ。

ウメノキゴケ コゴメゴケ ヒナノハイゴケ モジゴケ類 ロウソクゴケ コフキメダルチイマツゲゴケ

木の裏には
何がいるかな？

木や石の下

樹皮の裏には
何がいるかな？

池が凍ってた～！！

ヒロハツヤゴケ

平岡幼稚園で最もコケが
付いているのは、意外にも
園庭のケヤキです（驚）

こんなに寒くても
生き物は大丈夫なの！？

ニホンアマガエル

→

こんなところに
サワガニが！

ニホンヤモリ
発見！！

こういうところが
あったかいのかなぁ

サンゴジュハムシアカアシノミゾウムシ

ツヤアオカメムシ
ヒメコバネ
ナガカメムシ

ムラサキツバメ

樹皮の裏

自然はみんなの

2018年 12月～2019年 2月 冬の｢遊び｣と｢コラム｣

平岡発四季 
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七草粥づくり

春を待つ樹木のまなざし
　冬は多くの生き物が活動をしないので、冬に野外にでても、楽しくないのでは・・・
と思ってしまいがちですが、この時期ならではの楽しみがあります。
　先日、「ふゆめがっしょうだん」（福音館書店）という絵本を子どもたちに紹介しま
した。冬芽や葉痕が顔に見えるというものです。これが子どもたちに大うけで、「探
してみたい！」と戸外探検に出掛けました。すると、虫眼鏡がないと分からないくら
い小さなものから、大きなものまで、さまざまな顔が見つかったのです。絵本の中に
あった世界が、身近な木に隠れていたとに大きな驚きと、喜びを感じたことでしょう。
観察をしていると、種類によって顔に見える木、見えない木があったり、同じ木でも
それぞれ微妙に表情が違うことなど、色々な発見がありました。寒空を見つめる顔に
「早く春はまだかな？ってお話しているのかもしれないね」などと色々想像を膨らま
せている子どもたち。たくさんの愛くるしい顔たちに囲まれて、ほっこりと心が温か
くなり、寒さを忘れさせてくれるひと時となりました。
　その他にも、冬芽を半分に切って断面を観察したり、越冬中の生き物を探したり、
子どもたちは目を輝かせながら楽しんでいます。いつの季節も自然は人の心を豊かに
してくれるワンダーの宝庫ということを改めて感じています。

　1月 11 日（金）、預かり保育のお友だちと平岡の森や園庭ビオトー
プに行って春の七草探しをしました。みんなで探しまわり、セリ・ハ
ハコグサ・ハコベの３種類を見つけることができました。茹でて、切っ
て、お米と鏡開きのお餅も加えて、豪華な七草粥が完成！みんなで美
味しくいただきました。日本の文化は、身近な草も自然の恵みとして
大切にしてきました。このような身近な自然と関係を深める活動は、
「人」と「自然」が繋がることの大切さを育んでくれるのだと思います。

オニグルミ

つぶつぶが
見えるね

クサギムクノキ

ヤマグワ

オニグルミ

木の芽の断面を
見てみると…

マサキ

ハナミズキ タブノキ

ロバ？ウサギ？
みんなは何に
見えるかな？

ヤマグワ

春は
　まだかな～

360度
いろんな顔が
あるよ！

かわいい
ムクノキ ウサギに

見える？

虫眼鏡でしか
見えない

顔もあったね！

冬芽の観察

→
みんなで食べました♪自分たちで

お料理したよ！

おいしそう～♡
平岡の森でセリを

探したよ！

七草探し

ハコベも
見つけたよ♪

お餅！
うまい！

葉っぱだけでも
おいし～い♪

お料理

蕾

重なった葉

こっちにも
発見♪

こんなところに
もあったよ～！

雨のしずくを覗いたら、お友だちが反対に
映ってびっくり！不思議だね～♪

逆さまの世界の
入り口

おまけ
～雨上がりの発見～

冬芽と葉痕の観察

※  本ページは「園だより」
2019年1月～3月号に掲載
した文章を、改編して紹介
しています。文：堀田 佳之介2018年 12月～2019年 2月 冬の｢遊び｣と｢コラム｣

ワンダーランド！

絵：富岡 誠一

 のたより
エサキモンキツノカメムシ



吉田文雄（以下、吉田） 〉日常用語で「コケ」というと、
植物である蘚苔類（せんたいるい）の他に、植物ではな
い地衣類（ちいるい）も含まれますね（下写真参照）。
地衣類は菌類のグループに入るのですが、「ウメノキゴ
ケ」など名前にコケと付くものも多いですし、ここでは
「コケ類」として両方紹介しましょう。

　1943 年朝鮮全羅北道生まれ。終戦で一家引き揚げ、大
分県に定住。鹿児島大学教育学部卒業後、横浜市・厚木市・
清川村などの小中学校で理科の教諭を務める。2004 年、
厚木市立依知中学校校長を最後に定年退職。神奈川県立
足柄ふれあいの村学芸員を経て、現在は同県立愛川ふれ
あいの村学芸員を務めている。
　日本蘚苔類学会・地衣類研究会・日本野鳥の会・丹沢
自然保護協会会員。1 級ビオトープ計画・施工管理士。
自然観察指導員。神奈川県フィールドスタッフ。
　著書に、フィールドガイド『丹沢の植物 春～初夏の花』
（丹沢自然保護協会）、『あつぎ自然歳時記』（国書刊行会）、
『自然は友だち 春夏編』（神奈川新聞社）、『学研の図鑑・
植物』（共著、学習研究社）、『コケの世界～箱根美術館の
コケ庭』（共著、東方書林）など多数。

〈　　　　　　　　 〉吉田 文雄 先生   Profile
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堀田佳之介（以下、堀田） 〉今日は吉田先生にコケの世
界の魅力を伺いに来ました。先生は小中学校の教員でい
らしたとのことなので、最後に教育的なことも少しお聞
きしたいと思います。まず最初の質問なのですが、「コケ」
は植物なんですか？

吉田 〉栄養は、木や岩を伝って落ちてくる雨や大気の
中からもらっていて、根（仮根）からは取っていないん
です。その分大気に強く依存しているので、大気が悪く
なると枯れてしまうんですね。だから大気汚染の指標
になるんですよ。

コケってなに？

堀田 〉一言で「コケ」といっても、色々なグループが
含まれるのですね。そういえば、コケ類は木の幹や岩に
付いていることも多いですが、どこから栄養を取ってい
るんですか？

堀田 〉ここ、愛川ふれあいの村ではコケ類がたくさん見
られますが、やはり空気がいいんですね。

吉田 〉そうですね。全部で100種類は超えてると思い
ます。台風の影響で仕方なくポプラの木を切ったこと
があるのですが、倒した木を上まで調べてみたら、そ
の木だけで 50 種類くらい付いてましたよ。そのくら
いここは元から環境が良いんです。一方で昔悪くても
今は改善してきてるところもあるんですよ。たとえば、
昔は厚木市役所の周りの木にはコケ類が全然なかった
のに、今すごく増えている。最近は排ガスの規制も厳

コケ類は大気の指標

蘚苔類 地衣類

箱根美術館で著書を開く吉田先生

2019.1/25、愛川ふれあいの村で取材を行いました

地衣類：光が透けない・固いコケ植物：光が透ける・柔らかい

両者の簡単な見分け方

吉田先生の共著書『コケの世界～箱根美術館のコケ庭』（東方書林）

ギ
ン
ゴ
ケ

ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ

コケ みんな
 お友だち！

1級こども環境管理士、2級ビオトープ施工・計画管理士
神奈川昆虫談話会会員、ひらつか生物多様性推進協議会監事

インタビュアー：平岡幼稚園園長   堀田佳之介

せんたいるい ちいるい
植物 菌
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樹幹や岩などにふわっと
したマット状の群落をつ
くる。葉にツヤがある。

ヒロハツヤゴケ

★★ 拡大

乾燥時

岩のほか樹皮にもつく。
糸状。湿ると葉が開き、
乾燥すると枝に密着する。

乾燥時 湿潤時

★★
イワイトゴケ

湿潤時

拡大

胞子体が蓑のような形をす
ることが和名の由来。
木の樹皮でよく見られる。

ミノゴケ

★★★

拡大

乾燥すると葉が閉じ丸
まる。先は糸状で長い。
樹幹や岩上で見られる。

ラセンゴケ
★★

湿潤時乾燥時

湿潤時

拡大

胞子体の先が、刀のさや（鞘）
にような葉に包まれること
が名の由来。樹皮につく。

サヤゴケ

★★ 拡大

乾燥時は暗褐色を帯びる。
丸い葉が瓦のように重なっ
て這うように伸びる。

カラヤスデゴケ

乾燥時

湿潤時★★★ 拡大

葉は円形で、湿ると葉が
開き、乾燥すると閉じる。
樹木の他に岩にもつく。

★★★
フルノコゴケ

乾燥時 湿潤時

湿潤時

拡大

葉は丸くちぢれる。湿る
と葉が開き、乾燥時は閉
じる。主に木の幹につく。

★★★
チヂミカヤゴケ

乾燥時 湿潤時

湿潤時

拡大

環境の指標となるコケ類 ～蘚苔類編～
　湘南やその周辺で見られる “樹木につく蘚苔類” を紹介し
ます。これらの種類と量が多いほど大気状態が良好と言え
るでしょう。★印の数は地域での珍しさを表しています。

【観察の仕方】乾燥している時は霧吹きで水
を掛けると、葉がみるみる開きます。虫メガ
ネで覗いて細部まで観察してみましょう。

木の樹皮でよく見られる。
葉は乾いても縮れない。
都市部では少ない。

★★★
タチヒダゴケ

拡大湿潤時

市街地でもよく見られる。
胞子体の先端が赤い。
別名クチベニゴケ。

ヒナノハイゴケ
★ 拡大 湿潤時

湿潤時

岩やコンクリートにも
つく。赤色の長い胞子体
（20mm以上）が特徴。

ハリガネゴケ

★★ 拡大

湿潤時

※1 「湿潤時」の写真は、霧吹きで湿らせた後に撮影。

和名の由来は「小さい米」。
その名の通り胞子体が小
さい。岩などにもつく。 拡大

湿潤時

★★
コゴメゴケ
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　地衣類は、ウメノキゴケをはじめ亜硫酸ガスの影響を受けやすいも
のが多く、その種数と量の多さは、大気汚染の度合いを知るよい指標
となります。★印の数は湘南やその周辺部での珍しさを表しています。

【観察の仕方】細部の確認に
は虫眼鏡を使おう。湿らせ
ると色の特徴がよくでます。

※ このページの写真は2019年1～2月に愛川町・厚木市・平塚市で撮影

環境の指標となるコケ類 ～地衣類編～

灰緑色。樹木や岩につく
葉状の地衣。中央に裂芽
と呼ばれる粒が密集する。

ウメノキゴケ

★★★

裂芽

拡大

ヒメジョウゴゴケ

漏斗状の子柄

★ 拡大

石などに張りつく。粒が
縁取られるように黒い。
和名は「縁取苔」の意。

ヘリトリゴケ

★★ 拡大

白色系。文字のような模
様があるのが特徴。木の
幹にベタっと張りつく。

モジゴケ類

文字状の模様

★ 拡大

やや黄緑色。黄色いウメ
ノキゴケの意。樹や岩に
つく。中央に粉芽がある。

★★★
キウメノキゴケ

拡大

粉芽

灰緑色。ひだが立ち上が
り波状になることが特
徴。南方系の葉状の地衣。

ナミガタウメノキゴケ

★★

粉芽

拡大

灰緑で葉状。よく見ると
白色の粒状の点（偽杯点）
があるのが特徴。

★★★
トゲハクテンゴケ

偽杯点

拡大

灰緑で葉状。よく見る
と、ひだの外縁にまつ
毛（シリア）がある。

マツゲゴケ

★★

まつ毛（シリア）

拡大

黄色っぽい粉状の塊。昔、
欧米で黄色いロウソクを
作るのに使用された。

ロウソクゴケ

★ 拡大

粉芽

黄緑色系。先端に小豆
色の子器がつく。岩や
地面などにつく。

ヒメレンゲゴケ

子器

子柄

★

拡大

白色系。石や樹木の幹に
ベタっと張りつく。中央
にイボ状の粉芽塊がある。

★★

円状にならない場合もある

（コフキヂリナリア）

粉芽塊

拡大
コフキメダルチイ

黒色。樹木や岩に付く。
和名は、「かわほり（コ
ウモリ）」に由来する。

カワホリゴケ

拡大★★★

黄緑色系。じょうご（漏斗）
状の子柄が和名の由来。
岩や地面などにつく。



吉田先生が厚木市北小時代にコケ類を調べて
作成した地図。開発との関連が浮き彫りに。
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吉田 〉そうです。喘息なんかにもなりづらいでしょう
し、子どもも安心して暮らせますよ。

コケ類を利用している色々な生きもの

堀田 〉地味に見えるコケ類ですけど、私たちの暮らしや
文化にも深い繋がりがあるんですね。

吉田 〉コケ類は色々な薬効成分が抽出できるみたいで
すよ。ガンを抑制する効果があるという研究もあるよ
うです。それから、リトマス試験紙はリトマスゴケと
いうコケ類から作られたんです。今では人工的に作ら
れていますけどね。ちなみに、ウメノキゴケでも作れ
ます。また、ロウソクゴケは昔ヨーロッパではロウソ
クに色を付けるのに使われていたそうです。食用に売
られてるコケ類もあるんですよ。イワタケというんで
すけど、三杯酢で食べると美味しいです（笑）。

堀田 〉コケ類を利用している生きものははどれくらいい
るのでしょうか？

堀田 〉先生から見たコケ類の魅力ってなんですか？

吉田 〉よく見るとすごく綺麗なんですよ。地衣類は藻
類と共生しているのですが、乾燥している今は藻類に
元気がなくなって菌類の白っぽい色になってるんです。
でも、雨が降ると藻類が元気になって輝くように色味
が増してきます。一見生きているように見えないんで
すけど、そんな変化もあるんですよ。マツタケのよう
な香りがするジャゴケはヘビの鱗のような模様があっ
て、噴火口のようになってるところで息をしている。
色や形で自分から生き方を物語っているようなところ
なんかすごく魅力を感じます。それから、人間よりも

コケの魅力って？

堀田 〉大気を計測する機器などを使わなくても生物的に
汚染具合が分かるんですね。

堀田 〉コケ類が住みやすい環境は、人間にとっても住み
やすいと言えますね。

しくなってますし、空気が綺麗になってきてるんです
ね。そういうこともコケ類を見てると分かってきます。

スジベニコケガ ヨツボシホソバ幼虫
（コケガの仲間）

鳥の巣材にも ゴマダラウスバカゲロウ幼虫

コケを利用する
生きものたち

ジャゴケ類はマツタケのような香りがします

オオジャゴケ

さわると
 いい匂いが

　しますよ！

幼虫がコケを
食べます

に増減することが分かりました。道路一本通るだけで
も変わりますね。それだけ大気汚染に敏感なんですよ。

吉田 〉そうですね。実際昔、コケ類を指標にして大気
の状況を調査したことがあります。その後も調査地を
訪れることがあるのですが、工場の建設や移転で如実

吉田 〉昆虫だとコケガの仲間やゴマダラウスバカゲロ
ウがいますね。メジロとかエナガ、オオルリなどの鳥は
巣作りに使います。暖かいし抗菌作用があるんですよ。
村内でオオルリの巣を見つけた時は、県の絶滅危惧Ⅱ類
のキヨスミイトゴケがどっさり使われていて驚きました。

堀田 〉様々な生きものが利用しているんですね。人間
も利用することはありますか？

汚れてる
少し汚れてる
きれい

メジロの巣

様々なコケ類がついた樹木がある場所は大気環境が良い証拠

本庭園にも利用されています。苔庭で有名な箱根美術
館や京都の西芳寺は、多くの人が訪れる人気スポット
です。私もとても心が和む場所ですね。

堀田 〉それは私も一度食べてみたいですね。人間も色々
利用してきたんですね。

コケ類の種数と量から見た
1980年厚木市の大気状況
 神奈川新聞 S55.11.13(木 ) 

・　黒点は工場

吉田 〉はい。文化的にもコケ類は日本人に馴染み深い
ものです。古くから多くの和歌に登場してますし、日

コケをまとって
身を隠します

こんな場所を
探してみよう！



広報あつぎの連載をまとめた
『あつぎ自然歳時記』
（国書刊行会）

神奈川新聞の連載をまとめた
『自然は友だち 春夏編』
（神奈川新聞社）
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堀田 〉吉田先生は神奈川新聞で長年「四季のたより」
というコラムの連載をされてましたが、コケだけでなく
色々な生きものが取り上げられてますね。どのような経
緯で執筆されたのですか？

著作について

吉田 〉春、ふれあいの村にキレンジャクという美しい
鳥が飛来して、神奈川新聞の記者さんが取材に来られ
ました。その後も、絶滅危惧種のカサゴケモドキの取
材があったりして、そのうちなんとなく執筆を依頼さ
れるようになったのが始まりです。20～ 30回くらい
で終わるだろうと思っていたのですが、読者の皆さん
の励ましの声でやめられなくなってしまいました（笑）。

堀田 〉私も先生の本のファンなんですけど、テーマになっ
ている生きものだけでなく、関連した生きものも出てき
て、その時の情景が目に浮かぶようです。

吉田 〉毎週記事を書くために常にアンテナを張って歩
き回っていましたから、色々詳しくなりましたね。生

堀田 〉そんなコケの美しさや生態に惹かれて研究を進
められてきたのですね。

ました。中学校で教えていた時には、子どもたちが調
べたものを新聞発表しましたね。そんな活動をしてい
るうちに、コケが環境にすごく敏感なことが分かって
きて、これは面白い生きものだなぁと気付いた。今で
も小学生からいろんなコケが送られてきて調べないと
いけないんですけどね（笑）。それから、昔の教員仲
間で若くしてヒマラヤで亡くなってしまった地衣類の
研究者がいらっしゃいました。その遺志を継ぐとまで
は言えませんけど、少しずついつまでも調べていけた
らなぁという思いもあります。

神奈川新聞の連載コラム「四季のたより」の切り抜きと
元写真のパネル展示　（愛川ふれあいの村で）

堀田 〉教え子やお仲間の存在が、奥深いコケの世界に導
いてくれたんですね。

世の中を見るいい代弁者ですよ。「今このあたりの環
境がいいよ」とかシグナルを出してくれたり。ダメな
らダメで、「私たちはもうダメかもしれないけどまた探
してくださいね」って教えてくれる。南足柄で約80㎝
のウメノキゴケを見たことがあるんですが、一年で5mm
くらいしか成長しませんから、半径 40㎝なので 80年
かかってそこまで成長したことになります。というこ
とは、その地域はそのくらい良い環境が持続してきたん
だとウメノキゴケが教えてくれるんですね。

きものは人間が思いもよらないことをするので面白い
ですよ。ハクセキレイ（鳥）の巣を観察していたら、
親鳥は弱そうな子からエサをあげてるんですけど、親
鳥が巣を離れた瞬間、他の子がその子にバッと飛び掛
かるんですよ。兄弟げんかしてる。でも親鳥が戻って
来ると、すぐにやめて知らんぷり。面白いことするも
んですね。そのすぐそばではツグミとシロハラが決闘
してましたよ。普通は小さなシロハラの方が弱いんで
すけど、シロハラはエサを取られた悔しさからですか
ね、ツグミの足をかじって追い返してました。ツグミ
はビックリした顔してましたね（笑）。生きものを観
察しているとそういう面白い場面に出会いますね。

吉田先生の著書

氷った水滴輝くトラノオゴケ

コツボゴケ ヒロハツヤゴケ

魅惑のコケ宇宙
身近に見られる地衣類

ツブダイダイゴケ（平岡の森）

吉田 〉そのきっかけは子どもが作ってくれたんですよ。
小学校で教えていたころ、コケを持ってくる子がいた
んです。次から次へと持って来るんで私も色々勉強し

拡大



さわると冷たいでしょ？
夏はこの木にふれて
涼むといいですよ

愛川ふれあいの村自然観察会でのひとコマ
ナツツバキを紹介する吉田先生
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堀田 〉その連載が2016年に『自然は友だち』という本
にまとめられて出版されましたが、書名にはどういった
思いが込められているんですか？

「自然は友だち」～書名に込めた思い

子どもに喜びに満ちた発見を

堀田 〉  教育的なことを少しお伺いします。昨今、自然と
の触れ合いの大切さが色々なところで言われています。
小中学校の教員を長く務め、今も学芸員や自然観察指導
員として活躍されている先生は、自然体験活動を通じて
子どもたちにどんなことを伝えたいと考えていますか？

吉田 〉学校では「決まりを守れ」とかそういうことを
求められるけれども、そんなことは子どもたちだって
分かってると思うんですよ。それより、もっと喜びに
満ちた発見をして家に帰って来れるような、そんな教

吉田 〉「鳥やコケや花や昆虫、それから人間も、みん
なこの自然界を共有している友だちなんだ」そんな気
持ちになれればいいんじゃないかなぁと思っているん
です。『森は海の恋人 』( 文春文庫 )という本を書かれ
た畠山重篤さんの講演会に行ったんですけど、いい話で
したねぇ。宮城の気仙沼でカキの養殖をされてる方なん
ですけど、海を綺麗にするために山に木を植えていくん
ですよ。山が豊かに育っていれば、川を通じて栄養分が
降りてきて、海も豊かになるからカキも美味しくなると。
だから、「森は海の恋人」なんだと言うんですね。海も

愛川ふれあいの村自然観察会 2019年の予定
　4/7（日）・5/5（日）・6/2（日）・7/7（日）・8/4（日）
　9/1（日）・10/6（日）・11/3（日）・2/2（日）

　　　  時間：10:00～ 12:00　参加費：100円（保険代・資料代）
　　　  春から秋は昆虫・植物を、冬は野鳥をメインに観察します。

住所：神奈川県愛甲郡 愛川町半原 3390
電話：046-281-1611

新たな発見に心を躍らせる子どもたち

堀田 〉ここは様々なコケ類だけでなく季節によって見
どころが沢山あって、しかも吉田先生にナビゲートして
もらえるので、子どもも大人も楽しめますね。読者の皆
様にもお勧めしたいです。今日は良いお話を聞かせてい
ただきありがとうございました。

のですね。最後に、愛川ふれあいの村の自然観察会の告
知などありますか？

育が出来たらいいなと思うんですよね。なので、教員
時代は授業が終わった後に「さあ、今度は生きものを
観察しに行こう！」って子どもたちを外に連れ出して
ましたよ。そうやって子どもを見てきましたけど、子
どもは大人が気付かないようなこともよく発見します
ね。コケを探すのだって走っていきますよ。一つ発見
するたびに前の自分とは違う人間になっていくのが楽
しいんでしょうね。その変化はすぐには分からないけ
ど、しばらくすると驚くほど成長してます。それだけ
発見というのは子どもの成長にとって重要な行為なん
ですね。自然はそういう発見の宝庫なんです。なので、
フィールドでは、私から子どもに何かを伝えるという
より、子どもが自分で発見していくのをサポートする
という感じで進めていますね。

吉田 〉観察会は、基本的には毎月第一日曜日に開催し
ています。学会などの予定が入らなければ、私はいつ
もいますよ。ぜひご参加ください。

山も一見繋がっていないように見えて繋がっているんで
すね。人間もそういう繋がりから切り離されてるわけで
はないんです。だから人間はえばっちゃいけない。むし
ろ自然のお世話になってるのですから。

観察会の様子

堀田 〉確かに “発見” は学びの原動力になりますね。子
どもたちにとって、自然は友だちであり、先生でもある 目玉のオヤジ？～タマゴケ～

神奈川県立

愛川ふれあいの村

トンボが
きた～！！

綺麗な花を
見つけたよ！

　この葉っぱ
くさいね～（笑）

え！？
色が出た！


